
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(資料)総務省「消費者物価指数」より作成。(注)コア=生鮮食品及びエネルギーを除くベース。青線=総合全体 

     日本の消費者物価が上昇圧力を高めている。全国消費者物価指数は、9 月で総合全体が 

前年比 3%に達する上昇となっている。同様に、全国の先行指標である 10 月の東京都区 

部は総合で前年比 3%を大きく上回る上昇となっている。10 月からスタートした全国旅行 

支援による宿泊料の下落が 0.2%ポイント程度押し下げ要因となっており、消費者物価の 

上昇圧力は数字以上に強い。食料品価格引き上げ、コスト上昇による商品全般の値上が 

り、1 年経過で携帯電話料金値下げの剥落などが指摘できる。 
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